
都 民 が つ く る 革 新 都 政 2024年6月15日

市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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つ
く
る
会
代
表
世
話
人
会
で
支
持
決
定

で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
意
表
明
を
受
け
２
０
２
０
年
の

選
挙
で
都
知
事
候
補
と
し
て
奮
闘
さ
れ
た

宇
都
宮
健
児
弁
護
士
は
都
政
転
換
の
決
意

を
述
べ
る
と
と
も
に
「
選
挙
戦
を
た
た
か

う
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」

と
表
明
。
元
文
部
科
学
省
事
務
次
官
の
前

川
喜
平
氏
は
蓮
舫
氏
の
出
馬
の
歓
迎
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
、
ど
う
や
っ
て
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

て
い
く
か
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
立
憲
民
主
党
の
手
塚
仁
雄
衆
議

院
議
員
は
「
私
自
身
も
自
ら
の
政
治
生
命

を
賭
し
て
選
挙
戦
を
た
た
か
い
抜
い
て
い

き
た
い
」、
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
参
議

院
議
員
は
「
最
強
・
最
良
の
候
補
者
が
名

乗
り
を
上
げ
て
く
れ
た
。
日
本
共
産
党
と

　
東
京
都
知
事
選
挙
の
告
示
ま
で
１
ヶ
月

を
切
っ
た
５
月
　
日
、「
市
民
と
野
党
の

27

共
闘
」
に
よ
る
都
政
転
換
め
ざ
し
、
立
憲

民
主
党
、
日
本
共
産
党
な
ど
６
野
党
と
革

新
都
政
を
つ
く
る
会
、「
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
都
政
転
換
」
を
め
ざ
す
呼
び
か
け

人
会
議
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
の

団
体
が
と
り
く
み
を
す
す
め
て
き
た
「
候

補
者
選
定
委
員
会
（
第
５
回
）」
が
開
催
さ

れ
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
候
補
と
し
て
蓮

舫
・
立
憲
民
主
党
参
議
院
議
員
を
擁
立
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
蓮
舫
氏
は
「
候
補
者
選
定
委
員
会
」（
写

真
）
で
自
民
党
派
閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収

入
を
め
ぐ
る
裏
金
事
件
な
ど
の
自
民
党
の

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
を
厳
し
く
批
判
。

「
自
民
党
政
治
の
延
命
に
手
を
貸
す
小
池

都
政
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

国
民
の
声
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と
し

た
上
で
、「
そ
の
先
頭
に
立
つ
の
が
私
の

使
命
」と
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に「
何

よ
り
も
反
自
民
党
政
治
、
非
小
池
都
政
の

オ
ー
ル
東
京
に
共
鳴
し
て
く
だ
さ
る
１
人

　
じ
り
じ
り
し
て

待
っ
て
い
た
。
５
月

　
日
、
都
知
事
選
に
蓮

２７舫
さ
ん
が
出
馬
表
明

し
た
。
国
会
議
員
を

辞
し
て
都
知
事
に
出

馬
、
無
所
属
で
オ
ー
ル

東
京
の
支
持
を
得
た

い
と
。
重
い
決
断
だ
と
思
っ
た
。
記

者
会
見
で
の
表
明
に
一
つ
ひ
と
つ
拍

手
を
送
っ
た
。
▼
「
裏
金
議
員
、
政

治
と
金
の
自
民
党
。
こ
の
自
民
党
政

治
の
延
命
に
手
を
貸
す
小
池
都
政
リ

セ
ッ
ト
す
る
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
の

が
私
の
使
命
。」「
予
算
を
見
直
し
、
格

差
で
光
が
あ
た
ら
な
い
困
っ
て
い
る

人
た
ち
に
、
仕
事
を
、
食
べ
物
を
、

安
心
を
、
子
ど
も
た
ち
に
は
教
育
の

充
実
を
届
け
る
。」
▼
蓮
舫
さ
ん
の
決

断
を
支
え
た
も
の
、
促
し
た
も
の
は

な
ん
だ
ろ
う
か
。
衆
院
補
欠
選
挙
で

の
自
民
完
敗
、
静
岡
県
知
事
選
、
都

議
補
選
（
目
黒
区
）
で
自
民
候
補
が

敗
北
。
今
、
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
た
い
と
い
う
国
民
の
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
政
治
を
動
か
し
て
い
る
。

候
補
者
選
定
委
員
会
に
都
議
会
に
議

席
を
も
つ
共
産
、
立
憲
民
主
党
、
緑

の
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
ミ
ラ
イ
、

の
各
会
派
、
そ
し
て
社
民
党
、
新
社

会
党
も
加
わ
っ
て
よ
び
か
け
人
と
と

も
に
、
オ
ー
プ
ン
で
候
補
者
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
き
た
。
そ
の
す
べ
て

が
蓮
舫
さ
ん
の
背
中
を
押
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
▼
こ
の
情
勢
を

う
み
だ
し
た
の
は
私
た
ち
市
民
の
力
。

な
ん
と
し
て
も
勝
利
し
て
都
民
の
手

に
都
政
を
と
り
も
ど
そ
う
。（
の
）

　５月２７日、市民と野党の共闘による「候補者選定委員会」において、蓮舫参議院議

員が東京都知事選挙に立候補する決意を表明しました。「最良」「最高」の候補者を得て、

各分野、各地域での知事選に向けた取り組みが急速な広がりを見せています。蓮舫予

定候補の決意に連帯して、自民党小池都政の転換を必ず実現しましょう。

蓮舫　  を擁立！

蓮舫予定候補
　　　　【プロフィール】

1967年東京都生まれ。青山学

院大学卒。大学在学中に芸能界

デビュー。番組司会や報道キャ

スターとして活動。参議院議員

選挙 （東京都選挙区）で初当選。

以降３期連続当選。双子の母。

　
裏
金
政
治
、
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。

　
古
い
政
治
と
決
別
し
、
本
当
に
必
要
な
政
策
に
予

算
に
ふ
り
向
け
る
都
政
を
。

　
光
が
当
た
ら
な
い
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
政
策

を
届
け
た
い
。

　
仕
事
を
、
食
べ
物
を
、
子
ど
も
た
ち
に
は
教
育
の

充
実
を
届
け
る
、
そ
ん
な
都
政
を
つ
く
り
た
い
。

小池都知事を　　　　　   支持する　支持しない

前回２０２０年都知事選挙　６９.７％　   ２０.８％

今回２０２４年都知事選挙　　３３％　　  ３３％
      　

小池都政の継続望ましい　 ２４％

交代した方が良い　　　　 ４２％

（ＪＸ調査、5/18-19）

世 論 調 査

市民と野党の共闘体制を確立し

　　必ず勝利しよう

主　張

　蓮舫参議院議員が市民と野党の共闘のおおき

なうねりのなかで都知事選への立候補を決断さ

れました。革新都政をつくる会はこの決意を真

正面から受け止め、蓮舫予定候補の支持を決定し、

全力を挙げて選挙勝利にむけて全力を尽くす決

意を表明します。

　私たち革新都政をつくる会は、１９６７年に誕生

した革新都政の精神と取り組みを受け継ぎ、毎回

の都知事選挙にあたり、「都民が主人公」の都政の

実現をめざして全力を挙げてきました。今回の

都知事選挙にあたっても「財界ファースト、都民

置き去り」の小池都政の転換をめざして、２０１９年

９月に起ちあげられた「市民と野党の共闘で都政

転換」をめざす呼びかけ人会議と連携して、東京

における市民と野党の共闘の実現にとり組んで

きました。

　この間、東京の野党６党と労働団体、女性団体、

市民団体などの参加で「２０２４年都知事選挙ス

タート集会」「２０２４都知事選挙　どうする東京 

変えよう東京！ キックオフ」集会などがとり組ま

れ、市民と野党の共闘による「候補者選定委員会」

での蓮舫予定候補の擁立に至りました。

　また、６月１８日には蓮舫予定候補を迎えて、

「都政を変えよう　オール東京大集会（なかのＺ

ＥＲＯ大ホール）が開催されます。

　目前に迫った都知事選挙での勝利に向けて、市

民と野党の共闘体制を確立し、総決起しようでは

ありませんか。

参院
議員

し
て
勝
利
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
革
新
都
政
を
つ
く
る
会

は
５
月
　
日
に
開
催
し
た
代
表
世
話
人
会

29

で
蓮
舫
氏
の
支
持
を
決
定
し
ま
し
た
。

都
知
事
選
挙
・
6
月
　
日
告
示
、
７
月
７
日
投
票

20

6月18日(火)18：30開会

なかのＺＥＲＯ大ホール

蓮 舫 氏 来 る ！

都政を変えよう
オール東京大集会！！
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１
０
０
０
本
を
超
す
樹
木
の
伐
採
が

強
行
さ
れ
る
明
治
神
宮
外
苑
再
開
発
。

「
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
」
＝
イ
コ
モ
ス

が
「
世
界
の
公
園
の
歴
史
に
お
い
て
も
例

の
な
い
文
化
的
遺
産
」「
庭
園
都
市
パ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
枢
要
部
」
と
高
く
評
価
し
、

三
井
不
動
産
な
ど
に
よ
る
超
高
層
ビ
ル

に
よ
る
再
開
発
の
中
止
を
求
め
、
作
曲
家

の
坂
本
龍
一
氏
が
「
再
開
発
の
中
断
」
を

提
案
、
広
範
な
都
民
か
ら
再
開
発
中
止
を

求
め
る
声
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
小
池
都
知
事
は
耳
を
傾
け
る

こ
と
な
く
再
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
小
池
都
知
事
は
民
間
の
事
業
だ
か
ら

と
責
任
が
な
い
か
の
よ
う
に
開
き
直
っ

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
８
年
に
は
東
京
都

自
身
が
ラ
グ
ビ
ー
場
を
公
園
区
域
か
ら

は
ず
し
、
超
高
層
ビ
ル
再
開
発
を
可
能
と

す
る
「
東
京
２
０
２
０
大
会
後
の
明
治
神

宮
外
苑
地
区
の
街
づ
く
り
指
針
」
を
策
定

す
る
こ
と
で
三
井
不
動
産
な
ど
に
よ
る

再
開
発
に
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
責
任
は
重
大
で
す
。

　
こ
の
開
発
は
、
も
と
も
と
は
２
０
１
６

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
好
機
と
と
ら
え
た
電

通
が
企
画
し
て
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
ゼ
ネ

コ
ン
の
間
を
営
業
し
て
ま
わ
っ
た
も
の

で
、
１
５
０
０
本
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た

新
国
立
競
技
場
や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
超
高
層
ビ
ル
再
開
発

は
そ
の
第
１
期
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

ポ ス ト オ リ ン ピ ッ ク 東 京 大 改 造

明治神宮外苑／築地／特定整備路線

　　 ＜大好評！＞

都政パンフで支持の輪を

　　ひろげよう！

＜頒価＞　５００円 （団体扱い２００円）

＜申し込み＞　

　０３-５９７８-５０５２

　ｉｎｆｏ＠ｋａｋｕｓｈｉｎｔｏｓｅｉ.ｏｒｇ

小

池

知

事

が

お

墨

付

き

　

超

高

層

・
明

治

神

宮

外

苑

再

開

発

小

池

知

事

主

導

で

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

　

築

地

市

場

跡

地

再

開

発

　
２
０
１
６
年
都
知
事
選
挙
で
、
小
池
知

事
が
「
築
地
を
守
る
」
と
公
約
し
た
築
地

市
場
。
こ
の
公
約
は
守
ら
れ
ず
市
場
の

豊
洲
移
転
が
強
行
さ
れ
、、
今
年
５
月
１

日
に
は
、
三
井
不
動
産
を
代
表
幹
事
社
と

す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
超
高
層
ビ
ル
と

５
万
人
規
模
の
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
の
再

開
発
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ス

タ
ジ
ア
ム
は
企
業
グ
ル
ー
プ
に
読
売
新

聞
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
老
朽
化
が

す
す
ん
で
い
る
東
京
ド
ー
ム
の
次
期
球

場
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
築
地
は
明
治
神
宮
外
苑
と
違
っ

て
土
地
の
所
有
者
は
東
京
都
で
す
。
そ

の
土
地
を
都
民
の
た
め
の
緑
の
公
園
な

ど
と
し
て
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
　
年
の
定
期
借
地
権

７０

で
再
開
発
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
こ
で
も
小
池
都
知
事
は
、
２
０
１
７

年
、
築
地
市
場
豊
洲
移
転
を
打
ち
だ
し
た

直
後
に
「
築
地
再
開
発
検
討
会
議
」
を
設

置
。
陣
頭
指
揮
で
再
開
発
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
三
井
不
動
産
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
再
開
発
計
画
は
東
京
都
の
お
墨
付

き
ど
こ
ろ
か
東
京
都
の
下
請
け
と
し
て

の
役
割
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
も
、
定
期
借
地
権
の
場
合
、
底
地
の
固

定
資
産
税
が
借
地
者
に
は
課
せ
ら
れ
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
重

大
な
こ
と
は
、
７
回
開
催
さ
れ
た
検
討
会

議
の
す
べ
て
に
小
池
知
事
が
出
席
し
て

お
り
、
ま
さ
に
知
事
の
指
揮
に
よ
る
再
開

発
で
す
。

　
現
時
点
で
は
開
発
計
画
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
だ
け
で
す
か
ら
、
知
事
選
の
結
果

に
よ
っ
て
、
あ
た
ら
し
い
知
事
に
よ
っ
て

き
っ
ぱ
り
と
中
止
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
す
。

地
上
げ
部
隊
・
土
地
強
権
的
収
用

　
都
市
計
画
道
路
・
特
定
整
備
路
線

　
今
年
、
小
池
都
知
事
は
予
算
の
知
事
査

定
で
、
建
設
局
の
事
業
で
あ
る
都
道
・
特

定
整
備
路
線
予
算
の
　
億
円
も
の
増
額

４０

と
事
実
上
の
道
路
地
上
げ
部
隊
と
な
る

「
機
動
取
得
推
進
課
」
の
設
置
を
打
ち
だ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
設
局
は
局
内
に
　
名
規
模

６０

の
「
機
動
取
得
推
進
課
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、「
令
和
６
年
度
の
用
地
取
得
つ

い
て
」、「
建
設
局
土
地
収
用
制
度
適
用
基

準
の
運
用
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
（
通

知
）」
な
ど
の
指
示
文
書
を
矢
継
ぎ
早
に

発
出
し
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
特
定
整
備
路
線
は
住
民
や
商
店

街
な
ど
の
強
い
反
対
で
土
地
の
買
収
が

す
す
ま
ず
、　
年
か
か
っ
て
供
用
が
開
始

１３

で
き
た
路
線
は
　
路
線
の
う
ち
わ
ず
か

２８

３
路
線
と
滞
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
建
設
局
は
２
０
２
５
年
３
月
に

迫
っ
て
い
る
事
業
終
了
期
限
ま
で
に
何

が
何
で
も
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
自
治
体
と
し
て
の
最
低
限
の
モ
ラ
ル

を
も
投
げ
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
　
そ
し
て
何
よ
り
重
大
な
こ
と
は
、
土
地

の
買
収
を
強
権
的
に
す
す
め
る
た
め
に

「
土
地
収
用
制
度
適
用
基
準
」
の
運
用
方

針
を
改
悪
し
て
、
建
設
局
の
都
合
で
土
地

収
用
法
に
も
と
づ
く
強
権
的
収
用
の
道

を
開
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。、

　
本
来
、
建
設
局
の
道
路
用
地
の
買
収
は
、

地
権
者
と
の
「
任
意
折
衝
に
よ
る
円
満
解

決
」（「
適
用
基
準
」
の
運
用
）
が
原
則
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
小
池
都
政
は
、
今
年
４
月
１

日
の
「
土
地
収
用
制
度
適
用
基
準
」
の
運

用
の
改
悪
に
よ
り
「
任
意
折
衝
に
よ
る
円

満
解
決
を
原
則
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
、

代
わ
っ
て
「
事
業
の
早
期
完
成
の
た
め
の

緊
急
を
要
す
る
場
合
や
事
業
効
果

の
早
期
発
現
に
支
障
が
あ
る
場
合

等
に
つ
い
て
は
、（
略
）
土
地
収
用
法

に
定
め
る
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
」

と
い
う
規
定
に
変
更
さ
れ
、
建
設
局

の
恣
意
的
な
判
断
で
土
地
収
用
法

に
基
づ
く
強
権
的
な
土
地
収
奪
が

可
能
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
６
月
６
日
、
都
市
計

画
道
路
特
定
整
備
路
線
全
都
連
絡

会
が
、
５
月
　
日
に
開
催
し
た
「
環

１９

境
・
生
活
破
壊
の
道
路
は
い
ら
な
い

５
・
　
全
都
交
流
集
会
」
で
採
択
さ

１９

れ
た
決
議
を
小
池
百
合
子
都
知
事

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
決
議
は
「
都
市
計
画
道
路
の
住
民

参
加
に
よ
る
抜
本
的
見
直
し
」
と

「『
機
動
取
得
推
進
課
』
の
廃
止
」「
強

権
的
土
地
買
収
の
停
止
」
を
求
め
た

も
の
で
、
要
請
者
は
都
が
明
ら
か
に

し
た
通
知
や
改
正
さ
れ
た
「
適
用
基

準
」
の
運
用
を
も
と
に
、「
憲
法
が
定

め
る
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の
だ
」

「
買
収
さ
れ
る
の
は
宅
地
の
一
部
だ

が
、
家
を
建
て
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

す
３
０
０
０
万
円
も
か
か
る
が
、
補

償
は
な
く
全
額
自
己
負
担
」「
こ
の
よ

う
な
改
悪
は
撤
回
す
べ
き
だ
」
な
ど

の
厳
し
い
声
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

共闘のとりくみ

１・２４キックオフ集会

５・３０要求・施策提言提出

５・２７要求・施策提言集会

都知事に決議を提出


